
　

10
月
22
日
・
23
日
の
２
日
間
、
神

代
市
民
体
育
館
を
主
会
場
に
「
農
・

商
・
工
が
手
を
つ
な
い
で
」
を
テ
ー

マ
に
開
催
さ
れ
、
多
く
の
方
々
が
訪

れ
ま
し
た
。

　

農
林
産
物
等
品
評
会
審
査
の
結
果
、

１
等
賞
16
点
、
２
等
賞
18
点
、
３
等

賞
23
点
の
作
品
が
入
賞
し
ま
し
た
。

　

体
育
館
に
は
、
春
か
ら
の
悪
天
候

な
ど
厳
し
い
環
境
の
中
、
農
家
の
皆

さ
ん
が
丹
誠
込
め
て
育
て
た
農
産
物

等
が
昨
年
よ
り
も
78
点
多
く
、
所
狭

し
と
並
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
特
別
に
宮
城
県
女
川
町

の
皆
さ
ん
が
、
震
災
を
受
け
田
沢
湖

高
原
温
泉
郷
の
ホ
テ
ル
で
避
難
生
活

を
送
っ
た
お
か
え
し
に
と
、
サ
ン
マ

の
つ
み
れ
汁
の
提
供
や
「
獅
子
振

り
」
の
伝
統
芸
能
を
披
露
し
ま
し

た
。
最
後
に
「
生
き
る
力
を
あ
り
が

と
う
」
と
書
か
れ
た
垂
れ
幕
を
出
す

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
に
は
、
来
場
者
か

ら
大
き
な
拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

第 7 回　仙北市産業祭
「農・商・工が手をつないで」テーマに開催

敬
称
略
・（ 

）
内
は
集
落
名
、☆
印
（
１

等
賞
兼
特
別
賞
）
◎
印
（
１
等
賞
）

第
１
部
水
稲
・
豆
類
・
雑
穀
（
出

品
20
点
）【
仙
北
農
業
共
済
組
合

長
理
事
賞
】
☆
俵
米　

藤
島
純
一

（
西
木
町
戸
沢
）
第
２
部
特
用
林
産

物
・
果
実
・
苗
木
・
花
き
（
出
品

33
点
）【
仙
北
東
森
林
組
合
代
表
理

事
組
合
長
賞
】
☆
生
し
い
た
け　

黒
坂
和
夫
（
角
館
町
鬼
壁
）
◎
り

ん
ど
う　

田
口
藤
興(

角
館
町
八

卦
）
第
３
部
野
菜
・
い
も
類
（
出

品
２
８
４
点
）【
仙
北
市
長
賞
】
☆

山
の
芋　

草
彅
コ
ン
（
田
沢
湖
神

代
中
央
通
）、
☆
VS
ほ
う
れ
ん
草

　

佐
藤
信
行
（
西
木
町
浦
子
内
）

【
秋
田
県
農
業
協
同
組
合
中
央
会

長
賞
】
☆
ネ
ギ　

佐
藤
真
莉
（
西

木
町
山
崎
）、
☆
ゴ
ボ
ウ　

千
田

吉
栄
（
田
沢
湖
谷
地
村
）、
☆
小

松
菜　

浅
利
忠
幸
（
西
木
町
大
台

野
）【
仙
北
市
議
会
議
長
賞
】
☆

VS
春
菊　

門
脇
昭
子
（
西
木
町
大

台
野
開
）【
秋
田
お
ば
こ
農
業
協

同
組
合
代
表
理
事
組
合
長
賞
】
☆

山
の
芋　

藤
川
智
裕
（
田
沢
湖
中

関
）、
☆
霜
降
り
イ
ン
ゲ
ン　

会

場
義
昭
（
田
沢
湖
太
田
）、
☆
キ
ュ

ウ
リ　

佐
々
木
吉
幸
（
角
館
町
大

中
嶋
）【
仙
北
市
農
業
委
員
会
長

賞
】
☆
キ
ャ
ベ
ツ　

長
沢
弘
子
（
角

館
町
下
延
切
欠
田
）【
珍
品
賞
】
に

ん
じ
ん　

青
柳
忠
明
（
角
館
町
下

延
大
畑
）
第
４
部
食
品
加
工
（
出

品
31
点
）【
仙
北
市
商
工
会
長
賞
】

☆
あ
げ
干
し
も
ち　

雲
雀
せ
つ
子

（
角
館
町
別
当
村
）
第
５
部
葉
た
ば

こ
（
出
品
18
点
）【
秋
田
県
た
ば
こ

耕
作
組
合
長
賞
】
☆
葉
た
ば
こ　

千
葉
恭
子
（
田
沢
湖
小
松
）
第
６

部
工
芸
品
・
手
芸
品
（
出
品
19
点
）

【
仙
北
市
長
賞
】
☆
レ
ー
ス
編
み

　

阿
部
ヒ
デ
ヨ
（
西
木
町
上
門
屋
）

菊
花
の
部
入
賞
者

【
大
菊
（
厚
物
・
細
物
）】
最
優
秀

賞　

古
郡
一
美　

優
秀
賞　

太
田

弘
、
古
郡
一
美　

優
良
賞　

武
藤

長
衛
、
中
村
六
郎　

努
力
賞　

阿

部
義
信
、
柏
谷
朝
二
、
岩
沢
昭
夫

農
林
産
物
等
品
評
会

工作コーナーは子どもに人気

食の伝道師「仙北ばぁば」
は 30 分クッキングを実演

女川町の皆さんが
サンマのつみれ汁を振るまう

会
場
に
設
置
さ
れ
た
秋
の
農
村

新米、ジャムなど試食も好評

会
場
に
並
ぶ
見
事
な
出
展
品
の
数
々

●日ごろの活動成果を発表
　仙北市文化祭が、10 月 22 日・23 日に角館地区、

10 月 29 日・30 日に田沢湖地区、11 月５日・６日に
西木地区でそれぞれ行われました。

　各会場には、日ごろの活動成果の絵画や書道、陶芸、

手芸、生け花、短歌などが多数展示され、来場者は様々

な文化にふれ合いました。

第７回 仙北市文化祭

角館地区（会場：角館交流センター）　今年の文化祭は

角館地区からスタート。会場内の展示のほか、角館中

学校オーケストラの演奏が行われ、和室では茶道連盟

の皆さんがお茶を振る舞いました。２日目は角館芸術

文化協会会員による民謡や踊りなどが披露されました。

西木地区（会場：クリオン多目的ホール・体育館）　桧木

内中学校吹奏楽部の演奏から始まった西木地区。展示

のほかにも、広報の表紙絵を描く鈴木一枝さんの絵手

紙体験が行われました。２日目はクリオン２階ホール

で地元の団体・サークルが踊りや太鼓、歌などを発表

しました。

田沢湖地区（会場：生保内市民体育館）　会場入り口付

近に飾られた幼稚園・保育園児の作品が来場者を迎え

ます。七宝焼きや革ひもアクセサリーの体験コーナー

ではオリジナル作品の制作を楽しむ様子も見られまし

た。ＪＡ直売部会「田沢湖加工グループ」による野菜

の即売会も好評でした。

角館地区 田沢湖地区 西木地区

　

11
月
６
日
の
秋
田
魁
新
聞
「
私
の
注

目
記
事
」
に
載
っ
た
、
北
秋
田
市
の
佐

藤
宏
樹
君
（
綴
子
小
学
校
６
年
生
）
の

疑
問
を
紹
介
し
ま
す
。
こ
の
記
事
に
は

「
被
災
地
思
い
判
断
を
」
と
い
う
見
出
し

が
つ
い
て
い
ま
し
た
。

　

「
ぼ
く
は
震
災
が
れ
き
受
け
入
れ
ゼ
ロ

と
い
う
記
事
を
読
ん
で
、
秋
田
県
も
東

北
な
の
に
、
な
ぜ
が
れ
き
を
受
け
入
れ

ら
れ
な
い
の
か
と
疑
問
に
思
い
ま
し
た
。

～
今
も
震
災
で
苦
し
ん
で
い
る
人
が
い

る
の
に
、
受
け
入
れ
が
ゼ
ロ
だ
っ
た
ら

と
考
え
る
と
、
と
て
も
悲
し
い
と
思
っ

た
か
ら
で
す
。
～
が
れ
き
に
放
射
性
物

質
が
入
っ
て
い
て
も
、
体
に
影
響
の
な

い
も
の
を
選
ん
で
、
少
し
で
も
受
け
入

れ
ら
れ
な
い
か
と
思
い
ま
し
た
。
～
被

災
地
の
こ
と
を
よ
く
考
え
て
ほ
し
い
と

思
い
ま
す
」。

　

宏
樹
君
、
確
か
に
今
は
、
受
け
入
れ

を
表
明
し
て
い
る
市
町
村
が
ゼ
ロ
で
す
。

君
が
悲
し
む
現
実
が
あ
り
ま
す
。
で
も

ね
、
多
く
の
市
町
村
長
の
本
心
は
「
何

と
か
受
け
入
れ
を
し
て
、
復
興
の
支
援

を
し
た
い
。
た
だ
し
受
け
入
れ
の
安
全

性
を
説
明
で
き
る
か
、
安
全
な
仕
組
み

を
つ
く
れ
る
か
、
受
け
入
れ
し
た
こ
と

で
起
こ
る
か
も
知
れ
な
い
風
評
被
害
と
、

向
き
合
う
力
が
あ
る
か
」
…
。
こ
ん
な

風
に
思
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
感

じ
て
い
ま
す
。
少
な
く
と
も
自
分
は
そ

う
思
っ
て
い
ま
す
。

　

新
聞
を
読
ん
で
、
宏
樹
君
か
ら
た
く

さ
ん
の
こ
と
を
教
え
ら
れ
た
気
が
し
ま

す
。
思
っ
て
い
る
だ
け
で
は
何
も
解
決

し
ま
せ
ん
ね
。
思
い
は
行
動
を
伴
わ
な

け
れ
ば
、
思
わ
な
い
こ
と
と
同
じ
。
た

だ
思
う
だ
け
で
は
、
何
も
変
わ
ら
な
い

し
、
誰
を
救
う
こ
と
も
で
き
ま
せ
ん
。

　

大
人
は
、
子
ど
も
よ
り
も
た
く
さ
ん

の
情
報
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
大

人
は
そ
の
情
報
を
分
析
し
、
で
き
る
だ

け
痛
み
の
少
な
い
、
誰
か
ら
も
批
判
の

出
な
い
行
動
を
選
び
が
ち
で
す
。
で
も

本
当
に
大
事
な
こ
と
を
諦
め
て
し
ま
っ

て
は
ダ
メ
で
す
ね
。
特
に
今
は
、
被
災

地
の
た
め
に
労
を
厭
わ
な
い
、
信
念
の

行
動
が
必
要
な
の
で
す
か
ら
。

　

震
災
が
起
こ
っ
た
直
後
か
ら
、
市
民

も
議
会
も
行
政
も
、
全
力
で
復
興
支
援

に
取
り
組
ん
で
き
た
仙
北
市
で
す
。
が

れ
き
問
題
に
も
背
を
向
け
ま
せ
ん
。

「
宏
樹
君
の
疑
問
」

仙
北
市
長

　
　
門
脇
　
光
浩
　

まちづくり
日記
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